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第１章 計画の概要 

 

１－１．計画策定の背景 

高度経済成長期を中心に整備された道路施設は、昨今老朽化が進行し、今後益々維持管理

費の増加が見込まれます。この状況を踏まえ、国は、平成 25 年 11 月に「インフラ長寿命

化基本計画」を策定し、施設の適切なメンテナンスに舵を切る必要性を提示し、以降、道路

管理者は、定期点検やその結果を踏まえた効率的な維持管理を実践しています。 

匝瑳市においても、平成 26年度、令和 6年度に道路附属物点検を実施し、その結果を踏

まえた効率的な維持管理に向け、本業務による計画策定に至っています。 

本計画は、令和 6年度の道路附属物点検結果を踏まえ、道路標識、道路照明灯、防護柵の

適切な維持管理による、利用者に対する安全性の担保や、施設の長寿命化によるライフサイ

クルコストの最適化、維持費の平準化を図ることを目的としたものです。 

 

１－２．対象施設 

道路標識、道路照明灯、防護柵を対象とします。 

 

１－３．計画期間 

計画期間は、令和 8年から令和 17年までの 10年間とします。 
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第２章 修繕計画の基本方針 

 

２－１．附属物修繕計画策定フロー 

附属物修繕計画は、図 ２-１のフローに基づき実施します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-１ 道路附属物修繕計画策定フロー 
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２－２．管理水準の設定 

道路標識、道路照明灯、防護柵の管理水準は、道路利用者の安全性を確保する観点から、

いずれの附属物もⅡ判定以上の状態を維持することを基本方針とします。 

この管理水準を踏まえると、Ⅲ判定およびⅣ判定の施設は、機能低下や安全性への影響が

生じる可能性が高いため、計画期間内に優先的な対策が必要となります。 

したがって、本計画では、Ⅲ判定およびⅣ判定となった施設を対象として、補修または撤

去更新を行う計画を策定します。 

 

表 ２-１ 健全性および管理水準 

 

  

判 定 区 分

（健全性） 
概要 対応方針 計画対象 

Ⅰ 通常の維持管理とし継続的に観察する 日常パトロール管理 × 

Ⅱ 
大きな支障はない 

経年劣化に備え次期計画の更新候補 
定期点検で監視 × 

Ⅲ 
劣化が認められ 10年以内に補修・更新 

計画期間内に解消する 
撤去・更新/補修 〇 

Ⅳ 
安全性に重大な支障がある 

早急に撤去・更新し初年度に解消する 
撤去・更新 〇 
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２－３．優先順位の設定 

２－３－１．優先度の基本的な考え方 

限りある予算の中で、全ての施設を効果的・効率的に管理するためには、点検結果や施設

の重要度を踏まえた対策の順位付けが必要です。 

優先順位は、施設の「健全性」および「重要度」を総合的に考慮して設定します。 

本計画では、健全性の低い施設が未対策のまま放置されることを防ぐため、施設の健全性

がⅣ判定の施設から優先的に対策を実施します。また、健全性が同じであれば、施設の重要

度を基準に対応します。なお、財政状況や他の要因を踏まえ、柔軟な運用を行うことも考慮

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ２-２ 優先順位の評価イメージ 
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２－３－２．施設の健全性 

附属物修繕計画に用いる、道路附属物の健全性評価を以下に示します。 

 

● 道路標識、道路照明灯 

道路標識、道路照明灯の健全性評価は、令和 6年度の点検で用いた判定区分に基づき実施

します。 

 

表 ２-２ 健全性の判定区分（道路標識、道路照明灯） 

判定区分 劣化水準 

Ⅰ 構造物の機能に支障が生じていない状態 

Ⅱ 
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点か

ら措置を講ずることが望ましい状態 

Ⅲ 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を

講ずべき状態 

Ⅳ 
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著

しく高く、緊急に措置を講ずべき状態 

※附属物（標識、照明施設等）点検要領 P43 

 

Ⅳ判定施設は、安全性の観点から速やかに撤去更新を行うものとします。 

Ⅲ判定施設は、早期に措置を講ずべき状態であるが、すべてを一律に撤去更新することは、

費用対効果の観点から合理的ではありません。 

そこでⅢ判定施設の支柱や基部など、施設を支える重要な部材の劣化の進展に応じて判

定区分を細分化しました。支柱や基部に起因する場合は、第三者への安全に影響する可能性

を考慮し、予防保全の視点から撤去更新を行います（Ⅲ－２）。その他部分がⅢ判定の場合

は早期に補修を行うことで重大な損傷の発生を未然に防ぐとともに施設の延命を行う方針

とします（Ⅲ－１）。Ⅲ判定施設の区分は、以下に示します。 

 

 

図 ２-３ Ⅲ判定分類のフロー 
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表 ２-３ Ⅲ判定分類の詳細と対応方法 

判定区分 劣化水準 対応方法 

Ⅲ-1 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、 

早めの対応が望ましい状態 
補修 

Ⅲ-2 
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、支柱や基部が劣化 

していることで、第三者への安全に影響する可能性がある状態 
撤去更新 

 

 

図 ２-４ Ⅲ－2判定 支柱基部の腐食 
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● 防護柵 

防護柵の健全性評価は、令和 6年度の点検で用いた、表 ２-４で示す判定区分に基づき実施します。 

 

表 ２-４ 健全性の評価区分（防護柵） 

 

健全性 写真１ 写真２ 写真３ 写真４ 写真５ 写真６ 写真７

腐食による破断 腐食による破断 車両の衝突による破損

孔食 亀裂 著しい変形

軽微な変形、傾斜 板厚減少を伴う腐食 変形 一部ボルトの脱落 支柱の沈下 支柱基部の空洞(ぐらつきなし) ボルトの脱落

局所的な表面の錆

1

2

3

4 Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ
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２－３－３．施設の重要度 

諸元項目ごとに重み係数を設定し、各諸元項目の評価項目ごとに評点を設定し、加重平

均をとることにより、諸元項目を考慮した重要度を 100点満点で算出します。 

諸元重要度の計算に考慮した項目および設定は以下に示します。 

 

● 諸元項目の重み設定 

 

路線諸元 
重み係数 

（合計 1.0） 

① 塩害 0.35 

② 通学路 0.25 

③ 小中学校近隣路線 0.20 

④ 路線特性 0.15 

⑤ バス路線 0.05 

 

 

  



9 

 

第３章 道路附属物修繕計画 

 

３－１．対策すべき施設と優先順位 

対策予定施設数を表 ３-１に示します。 

 

表 ３-１ 対策予定施設数 

健全性 標識（基） 照明（基） 防護柵（m） 

Ⅲ 
Ⅲ-1 3 3 

703 
Ⅲ-2 1 2 

Ⅳ 1 0 177 

施設別総計 5 5 880 

 

 

３－２．全体事業量と費用の把握 

10 年間で対策すべき道路標識、道路照明灯、防護柵の施設数量を把握したうえで、道路

附属物すべてを対象とした修繕計画を取りまとめています。この計画では、早期の対応が望

まれる施設について、10年間で計画的に対策を進める方針としています。 

事業費の平準化を考慮し、施設の健全性および重要度から修繕の優先度を整理し、各年度

の対応箇所を想定しました。なお、予算状況に応じて年度間の調整を行うものとし、翌年度

以降に繰り越しなど柔軟な運用を行います。 

 

  



10 

 

第４章 今後の維持管理の方針および点検計画 

 

４－１．維持管理の基本的な考え方 

今回取りまとめた計画をベースとし、継続的な定期点検により施設の劣化状況を把握し

たうえで、適宜計画を見直すことで、事後保全型管理から予防保全型管理へ段階的に移行し

ます。本計画は、点検結果、劣化の進行状況および財政状況に応じて柔軟に更新し、長期的

かつ安定的に附属物の安全性を確保することを基本方針とします。 

本章では、この方針のもと実施する今後の点検と、点検結果に基づく計画の運用について

述べます。 

 

４－２．点検の流れ 

道路標識および道路照明灯の点検は、「附属物（標識、照明施設等）点検要領」（以下 要

領）に準拠し、「初期点検→定期点検（中間・詳細）」の流れで実施します。点検フローおよ

び定期点検サイクルは、要領記載のとおりとします。 

 

４－３．匝瑳市の点検計画 

４－３－１．基本方針 

本計画における点検の基本方針は、要領に基づき、以下のとおりとします。 

 

① 中間点検は、道路標識および道路照明灯に対して、詳細点検で施設の健全性の診

断がⅡと判定された施設を対象に実施します。 

② 詳細点検は、防護柵を含む全附属物の全施設を対象とします。 

 

① 中間点検について 

中間点検は、令和 6 年度の詳細点検において健全性がⅡと判定された施設を対象として

実施します。 

本計画では、令和 17年度までに健全性がⅢと判定された施設はすべて更新対象としてお

ります。そのため、中間点検の対象はⅡ判定施設に限定することが合理的であると考えられ

ます。 

なお、中間点検は点検要領に基づく、外観目視による確認を基本とします。下部に点検開

口部がある場合は、内部滞水などを確認します。 

 

② 詳細点検について 

詳細点検は、全附属物の全施設を対象に実施します。 

点検要領に基づき、高所作業車による点検や必要に応じた詳細調査を実施します。過去の

点検結果と比較し、時系列で施設の健全性を把握します。 

また、防護柵については第三者被害のリスクが比較的小さいことから、10年に 1回の詳

細点検で対応するものとします。 
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４－３－２．点検計画 

今後の点検計画を以下に示します。 

 

表 ５-１ 今後の点検計画 

 

 

４－３－３．今後の点検結果に基づく計画の見直し 

今後の点検結果に応じて、本計画を適宜見直し、維持管理の最適化を図ります。 

劣化の進行が想定より早い施設については、撤去・更新時期を前倒しすることを検討し、

安全性を確保します。また、特定の年度に事業費が集中することを避けるため、各年度の事

業量と予算配分を調整します。 

さらに、通常点検および異常時点検において重大な損傷が確認された場合には、安全を最

優先として応急措置や早期の撤去・更新を実施します。 

これらの取り組みを継続することで、「点検→評価→修繕計画の更新→対策実施」のサイ

クルを確立し、附属物の長期的かつ安定した維持管理を実現します。 
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第二次修繕計画(見直し)

第二次修繕計画 第二次修繕計画(見直し)

第一次修繕計画

…

第一次修繕計画 第一次修繕計画(見直し)

第一次修繕計画

道路照明灯

道路標識

R16 R17R10 R11 R12 R13 R14 R15H26

防護柵

第二次修繕計画

第一次修繕計画(見直し)

R22 R23 R24 R25 R26 R27R18 R19 R20 R21

第二次修繕計画

R06 R07 R08 R09




